
 

 

 

 

日本一のまち所沢に向けて、市長の政治姿勢を質しました。 

 

 

 

 

 

 

 

新年のごあいさつ 

 

 

                                    

 

            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

VOL８６ 令和６年４月号 

 今年４月から所沢市の障害者差別解消条例「所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会 

づくり条例」は改正され、障がい者に対する配慮義務「合理的配慮」が努力規定から義務規定

になります。このことについての市の準備体制について質しました。所沢市には国立リハビリ

テーションセンター、また埼玉県内で初めての障害者就労支援センターがあり、市の対独実施

としては全国初となる在宅の重度精神障害者に対する精神障害者アウトリーチ支援事業など先

進的な取り組みを実施してきました。所沢市を日本一障がい者に対する配慮したまちにするた

めの市長の政治姿勢を聞きました。具体的に障がい者雇用、最低賃金への配慮、また市役所来

庁での視覚障害者、聴覚障害者、身体障害者、精神障害者、知的障害者への合理的配慮につい

ても質問しました。具体的に「盲導犬の入店拒否」の問題の対応についても質問しました。 

所沢市が今後、日本一障害者に配慮するまちになるために取り組んでいきます。 

 

  一般質問 

 令和５年度の所沢市の保育の待機児童数は埼玉県で第１位、児童クラブの待機児童数は全

国第２位と日本一のまちのには程遠いことへの認識を市長に質しました。また令和６年度の

待機児童になる可能性の高い保留児の数を聞いたところ保育園は６９人、児童クラブは５４

１人と保育園は１２０人減っていますが、児童クラブは１００人以上増えていることが判明

しました。これについての令和６年度の対策についても施設を増やすとか保育士を支援する

など行う予定であるとの答弁でしたが、益々申込者数は増えており、今後経済状況もあり、

保育需要は増加が予測され、早急な待機児童ゼロに向けて市長の政治姿勢を質しました。学

校の余裕教室を使って待機児童を受け入れるよう教育委員会の協力を要請しました。あらゆ

る手段を使って一日でも早い待機児童ゼロに向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３月議会報告 

 障がい者にやさしいまち 
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 待機児童ゼロに向けて 
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 高齢者の数は年々増えているのに、長生クラブ等団体の数や

利用者は減少しています。その原因と今後の高齢者の居場所づ

くりとその支援体制について質問しました。担当部長答弁では

これまでの既成団体では中心となる担い手の不足やコロナ禍の

影響もあり、通いの場が減ってきているとの答えでした。今

後、高齢者の多様なニーズに丁寧の応えていくために意向調査

の実施を求めました。最後に市長に今後、日本一高齢者にやさ

しまちを目指しての政治姿勢をお聞きしました。これから、多

様なニーズに応えるため、高齢者の居場所づくりの支援を行っ

ていくとの答弁でした。これからも市民の要望に応え具体的な

高齢者の居場所づくりに積極的に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高齢者にやさしいまち 

、 

の 

           市政報告会のお知らせ    

5月 12日（日）午後２時～ 新所沢コミュニティセンター大会議室 

 

 ゴミ減量 環境先進都市に向けて 

の 

 「防災都市ところざわ」を目指し 

の 

  所沢市は「ゼロカーボンシティ」を掲げ、２０５０年にはＣＯ２ゼロを目指しています。

そのために「マチごとエコタウン推進計画」と「一般廃廃棄物処理基本計画」の改訂中で

す。そのためにはまず、ゴミ減量など「環境先進都市」をめざしての取り組みについて質問

しました。ゴミ減量も含め、環境問題では市民協働の取り組みが必要です。以前より「雑紙

袋」の市民配布を提案してきましたが「燃やせばゴミ、分ければ資源」とゴミ減量について

の市民会議の提案もしました。また環境美化デーを「ゴミゼロの日」にするなど市民と一緒

に所沢市を日本一の環境先進都市にするために市長の政治姿勢を質しました。 

 今年は１月１日に発生した「能登半島地震」東日本大震災から１３年と災害の対する市民の

関心が高まっています。能登半島ではまだ１万３千世帯で断水が続いており、復旧にまだ多く

の課題があります。２月５日～７日まで七尾市に復旧のボランティアで訪問した経験も含めて

質問しました。断水の原因は水道管の耐震化の問題で、石川県の水道管の耐震化率は３６％、

全国平均は４２％で、所沢市は９９％でした。また、所沢市の指定避難場所のバリアフリー

化、介護高齢者や障害者が避難する福祉避難所について、また帰宅困難者対策についても 

質問しました。所沢市の指定避難場所となっている小中学校体育館のバリアフリー化は令和７

年度中には終了し、またエアコン設置もできるだけ速やかに設置するとの答弁でした。また福

祉避難所は３７箇所あるとの答弁がありました。所沢市は住宅情報雑誌で海はなく、大きな川

もなく地盤の良さから「災害に強いまち第１位」に選ばれています。今後、さらに防災対策に

力を入れ「防災都市所沢」を PRできるように市長に訴えました。 

 

 

 

 

 

 

 


